
斉
藤
信
行
議
員
は
、
三
点
に

つ
い
て
区
長
に
質
問
し
ま
し

た
。
�
区
の
来
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
。
�
石
原
都
政
の
転

換
に
つ
い
て
。
�
介
護
保
険
に

つ
い
て
の
３
点
。

ま
ず
来
年
度

予
算
編
成
に
つ

い
て
は
、
悪
化

す
る
景
気
と
日

本
経
済
の
立
て

直
し
の
た
め
国

民
の
所
得
を
増

や
し
、
内
需
を

拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
と
強

調
。
消
費
税
増
税
の
中
止
と
日

本
共
産
党
の
「
経
済
改
革
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
示
し
て
区
長
の
見
解

を
た
だ
し
ま
し
た
。

区
民
の
く
ら
し
を応

援
せ
よ

江
東
区
の
来
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育
園
の

増
設
、中
小
企
業
予
算
の
増
額
、

国
保
料
の
値
下
げ
、
就
学
援
助

の
拡
大
、
重
度
介
護
手
当
の
創

設
、
若
者
の
就
労
支
援
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な
ど
を
予
算

に
盛
り
込
み
、
区
民
の
く
ら
し

を
応
援
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
ま
た
職
員
削
減
で
防
災
上

も
問
題
が
出
て
い
る
と
地
域
一

時
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
学
校
の
夜
間
機
械
警
備
を
や

め
、
当
直
の
区
職
員
を
配
置
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

石
原
都
政
の
転
換

区
長
の
認
識
を
問
う

石
原
都
政
の
転
換
で
は
、
新

銀
行
東
京
、
福
祉
の
削
減
、
築

地
市
場
の
豊
洲
移
転
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
招
致
、
憲
法
破
棄

な
ど
の
言
動
を
批
判
し
、
区
長

の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。
同
時

に
「
人
に
や
さ
し
い
東
京
」「
憲

法
が
息
づ
く
東
京
」
を
め
ざ
す

党
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

速
や
か
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

介
護
保
険
の
質
問
で
は
、
生

活
援
助
の
時
間
短
縮
で
利
用
者

や
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
批
判
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
と
ヘ
ル
パ
ー
の

声
を
紹
介
し
、
時
間
短
縮
の
撤

回
を
国
に
求
め
よ
と
迫
り
ま
し

た
。
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
不
足
を
指
摘
し
、
民
間
任

せ
に
せ
ず
区
が
積
極
的
に
建
設

を
推
進
せ
よ
と
求
め
ま
し
た
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
統

合
問
題
で
は
、
７
カ
所
だ
け
の

統
合
だ
け
で
な
く
、
区
内
２０
カ

所
あ
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
を
高
齢
者
の
多
様
な
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
よ
う
速
や
か
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
と
移

行
さ
せ
よ
と
求
め
ま
し
た
。

く
ら
し
応
援
の
予
算
編
成
を
！

安
心
の
介
護
保
険
制
度
に

共
産
党
区
議
団
は
１１
月
９

日
、
福
島
原
発
の
事
故
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た
南
相
馬
市
を

視
察
し
、
放
射
線
量
が
高
く
て

住
民
が
戻
れ
ず
無
人
化
し
た
市

街
地
等
、
除
染
や
復
旧
が
進
ん

で
い
な
い
状
況
を
目
の
当
た
り

に
し
て
き
ま
し

た
。
赤
羽
目
議

員
は
、
一
旦
事

故
が
起
き
れ
ば

悲
惨
な
事
態
に

な
る
こ
と
は
証

明
さ
れ
て
い

る
。区
長
は「
原

発
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
立
場
で
声

を
上
げ
て
い
く
べ
き
と
質
問
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
区
と
し
て

も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

助
成
金
の
引
き
上
げ
や
、
街
路

灯
や
公
園
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

促
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

生
活
保
護
制
度
の
改
悪

撤
回
を
国
に
求
め
よ

生
活
保
護
は
、
憲
法
２５
条
に

規
定
す
る
生
存
権
を
実
現
す
る

た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、

生
活
に
困
窮
す
る
す
べ
て
の
国

民
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行

う
制
度
で
す
。
し
か
し
国
は
、

増
え
続
け
る
生
活
保
護
費
を
ど

う
抑
え
る
か
の
発
想
に
立
ち
、

受
給
申
請
を
抑
制
さ
せ
、
受
給

者
に
対
し
て
は
保
護
か
ら
の
追

い
出
し
等
、
生
活
保
護
制
度
の

改
悪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
赤
羽

目
議
員
は
、
貧
困
と
格
差
が
拡

大
す
る
中
で
、
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保

護
制
度
の
改
悪
は
許
さ
れ
な
い

と
述
べ
、
改
悪
撤
回
を
国
に
求

め
る
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
社
会
的
孤
立

を
防
ぐ
対
策
の
強
化
を

家
族
や
地
域
と
の
関
係
が
希

薄
化
し
て
い
る
中
で
、
高
齢
者

の
社
会
的
孤
立
や
孤
独
死
が
一

層
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
公
営
の
集

合
住
宅
等
、
局
地
的
に
高
齢
化

し
て
い
る
地
域
の
実
態
把
握

や
、
見
守
り
事
業
の
改
善
を
求

め
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
全
力
を

議
会
日
程（
予
定
）

２
／
２０

本
会
議

２１

本
会
議

２５

補
正
予
算
審
査

２７

２５
年
度
予
算
審
査

〜

３
／
５６

企
画
総
務
委
員
会

７

厚
生
委
員
会

建
設
委
員
会

８

区
民
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

１２

本
会
議

１３

清
掃
港
湾
特
別
委

１４

防
災
特
別
委

１５

ま
ち
づ
く
り
、
南

北
交
通
特
別
委

１８

医
療
介
護
特
別
委

２８

本
会
議

２０１２年度 第４回定例会（１１月２８日～１２月２６日）では、斉藤信行議員、赤羽目たみお議員が本会議質問を行いました

斉藤信行議員赤羽目たみお議員

生
活
・
法
律
相
談
案
内

あ
い
う
え
お
順

どんなことでもお気軽にご相談ください

区
議
会
議
員

そ
え
や
良

夫

江
東
区
東
砂
七
―
一
〇
―
二
四

�
五
六
八
三
―
八
一
八
五

第
�
金
曜
・
午
後
�
時

区
議
会
議
員

す
が
や
俊

一

江
東
区
大
島
五
―
四
八
―
一
〇

�
三
六
八
三
―
〇
七
四
五

第
�
木
曜
・
午
後
�
時

区
議
会
議
員

正

保

み
き
お

江
東
区
北
砂
四
―
二
四
―
一

�
三
六
四
〇
―
四
三
七
六

第
�
木
曜
・
午
後
�
時
半

区
議
会
議
員

斉

藤

信

行

江
東
区
東
陽
一
―
一
六
―
九

�
三
六
四
四
―
七
二
九
〇

第
�
木
曜
・
午
後
�
時
半

区
議
会
議
員

き
く
ち
幸

江

江
東
区
大
島
二
―
三
七
―
一
六

�
三
六
八
五
―
七
八
八
四

第
�
木
曜
・
午
後
�
時
半

区
議
会
議
員

大
つ
き
か
お
り

江
東
区
枝
川
一
―
六
―
一
三

�
三
六
四
五
―
二
七
六
四

第
�
木
曜
・
午
後
�
時
半

区
議
会
議
員

赤
羽
目
た
み
お

江

東

区

石

島

九

―

五

�
五
六
六
五
―
一
一
五
六

第
�
水
曜
・
午
後
�
時
半

２０１３年１月発行 （２）江 東 区 議 団 ニ ュ ー ス


